
鈴
木
　
三
男

す
ず    

き
　
　
　  

み
つ   

お

佐
久
間
　
奈
々

さ
　  

く
　 
ま
　
　
　
　  

な
　  

な

　
　

文
科
省
が
入
学
準
備
金
の
増
額
と
就

学
予
定
者
も
入
学
前
の
支
給
は
可
能
と
の

通
知
を
出
し
た
が
、
来
年
度
か
ら
入
学
前

に
支
給
で
き
な
い
か
。

　
　

今
年
度
は
、
５
月
に
支
給
し
た
。
来

年
度
は
、
入
学
前
支
給
で
対
応
す
る
。

　
　

増
額
さ
れ
た
通
知
ど
お
り
の
入
学
準

備
金
が
支
給
さ
れ
た
の
か
。

　
　

国
の
改
正
を
参
考
に
し
て
、
小
学
１

年
は
３
万
２
４
８
０
円
に
、
中
学
１
年
は

３
万
７
９
２
０
円
に
増
額
し
た
。

　
　

入
学
準
備
に
必
要
な
金
額
に
比
べ
少

な
い
。
増
額
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

更
な
る
増
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。

̶

市
で
働
く
職
員
は
、

　
　
　
　
　
　

正
規
の
職
員
で̶

　
　

市
で
働
く
臨
時
職
員
の
実
態
は
。

　
　

小
中
学
校
で
約
１
５
０
人
、
保
育
園

や
学
童
に
約
１
２
０
人
、
事
務
補
助
関
係

で
約
１
０
０
人
で
あ
る
。
正
規
職
員
の
出

産
育
児
病
気
の
代
替
や
繁
忙
期
の
事
務
補

助
、
学
校
や
学
童
の
任
用
で
あ
る
。

　
　

自
治
体
の
業
務
は
、
臨
時
職
員
で
は

な
く
正
規
職
員
で
担
う
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

　
　

定
員
適
正
化
計
画
や
定
員
管
理
計
画

で
職
員
数
を
抑
え
て
い
る
が
、
教
育
や
子

育
て
に
臨
時
的
な
任
用
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

長
時
間
労
働
の
削
減
が
必
要
だ
が
。

　
　

時
間
外
勤
務
の
縮
減
指
針
を
策
定
し

効
率
的
業
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
る
。

̶

消
防
団
員
の

　
　
　
　

報
酬
の
引
き
上
げ
を̶

　
　

出
動
や
訓
練
に
見
合
う
報
酬
を
。

　
　

団
員
士
気
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

適
宜
費
用
弁
償
の
見
直
し
を
し
て
い
る
。

Q
入
学
準
備
金
の
支
給
は
、
入
学
前
に
支
給
を

A
準
要
保
護
世
帯
に
は
、
来
年
度
か
ら
入
学
前
に
支
給
す
る

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

　
　

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
従
来
の
開
発
手
法
で
は
、
全
員
の
地
権

者
か
ら
農
振
除
外
の
同
意
書
を
得
な
け
れ

ば
事
業
区
域
内
の
工
事
は
で
き
な
か
っ
た
。

新
駅
だ
け
完
成
し
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
事
が
な
い
よ
う
市
は
開

発
可
能
か
ど
う
か
の
め
ど
を
除
外
申
出
の

め
ど
が
た
つ
ま
で
と
し
、
そ
れ
ま
で
は
新

駅
建
設
は
行
わ
な
い
と
議
会
と
約
束
し
て

い
た
。
そ
し
て
事
実
、
全
員
の
地
権
者
か

ら
同
意
書
が
得
ら
れ
ず
各
協
議
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
た
が
、
５
月
の
議
員
全
員
協
議

会
で
市
は
、
区
画
整
理
手
法
へ
の
変
更
に

よ
り
事
業
の
確
実
性
が
担
保
さ
れ
た
と
判

断
し
新
駅
建
設
を
着
工
す
る
と
発
表
し
た
。

し
か
し
、
ど
の
様
な
理
由
で
確
実
性
が
担

保
さ
れ
た
の
か
具
体
的
な
説
明
が
な
い
。

な
ぜ
区
画
整
理
手
法
で
農
振
法
に
基
づ
く

手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
の
か
。
除
外
の
同

意
書
は
必
要
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

必
要
書
類
等
は
、
今
後
埼
玉
県
と
協

議
し
て
い
く
が
、
全
員
の
同
意
取
得
を
目

指
し
て
い
く
。

　
　

本
当
に
必
要
な
駅
か
議
会
で
議
論
が

さ
れ
な
い
ま
ま
４
億
円
の
税
金
を
投
入
す

る
新
駅
建
設
着
工
は
時
期
尚
早
だ
。
当
初

は
開
発
す
る
た
め
に
駅
が
必
要
だ
っ
た
。

区
画
整
理
手
法
で
の
開
発
で
駅
は
必
要
か
。

　
　

駅
は
必
須
で
は
な
い
。
し
か
し
地
域

住
民
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
駅
だ
。

　
　

秩
父
鉄
道
と
の
新
駅
設
置
の
協
議
開

始
の
条
件
の
一
つ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
遅

れ
た
事
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
駅
の
損
失
を

市
が
補
て
ん
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、

こ
の
協
議
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

そ
の
部
分
は
協
議
し
て
い
な
い
が
、

市
が
金
銭
補
て
ん
す
る
考
え
は
な
い
。

Q
区
画
整
理
手
法
で
は
駅
が
な
く
て
も
開
発
で
き
る
の
か

A
開
発
す
る
の
に
駅
は
必
須
で
な
い

ＱＱ

Ａ

Ａ
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駅予定地

村
川
　
徳
浩

ミ

ル

ク

　

お

や

じ

三
田
部
　
恒
明

み
　  

た
　 

べ
　
　
　
　
つ
ね  

あ
き

　
　

東
京
五
輪
に
お
け
る
食
材
調
達
基
準

が
決
定
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農

業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
取
得
が
必
須

と
な
る
。
こ
れ
は
東
京
五
輪
に
限
ら
ず
国

策
と
し
て
農
産
物
の
輸
出
を
拡
大
し
、
農

業
所
得
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て

も
最
重
要
課
題
と
な
る
。Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い

て
は
国
際
規
格
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
日

本
版
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
埼
玉
県
版
Ｓ
Ｇ
Ａ
Ｐ
が

あ
る
が
、
国
内
で
は
取
得
率
が
極
端
に
低

く
販
売
農
家
全
体
の
０
．
４
％
で
あ
る
。

農
水
省
で
も
厳
し
い
現
状
の
打
開
に
向
け

認
証
取
得
促
進
を
図
る
考
え
で
あ
る
が
、

農
業
大
国
で
あ
る
深
谷
市
に
お
い
て
も
取

り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
農
業
者
に
お
い
て
も
農
薬
や
肥
料

等
の
適
正
管
理
に
よ
り
、
農
畜
産
物
の
安

全
性
や
信
頼
性
が
向
上
し
、
経
営
改
善
に

も
つ
な
が
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で

取
得
費
用
が
大
き
な
壁
と
な
る
等
、
課
題

も
あ
る
。
東
京
五
輪
を
契
機
と
し
て
、
食

品
小
売
業
に
お
い
て
認
証
取
得
を
農
業
者

に
求
め
る
動
き
も
国
内
で
広
が
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
農
業
者
へ
必
要
な
情
報
提
供

を
行
い
、
相
談
等
に
応
じ
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認

証
取
得
に
向
け
十
分
な
支
援
に
努
め
る
。

̶

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　

環
境
整
備
を̶

　
　

防
災
拠
点
で
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　
　

総
務
省
で
計
画
し
国
庫
補
助
の
対
象

と
な
る
。
情
報
収
集
・
安
否
確
認
な
ど
が

可
能
と
な
る
一
方
、
平
常
時
か
ら
の
運
用

で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
要
す
。
防
災
中

枢
拠
点
で
あ
る
本
庁
舎
等
へ
の
整
備
を
念

頭
に
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Q
第
三
者
認
証
を
必
要
と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
は

A
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
情
報
提
供
・
支
援
に
取
り
組
む

　
　

48
億
円
も
掛
け
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は

必
要
か
。
芝
野
踏
切
が
無
く
な
る
と
、
か

え
っ
て
不
便
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

歩
行
者
に
と
っ
て
は
、
遠
回
り
に
な

る
、
坂
道
や
階
段
で
身
体
的
な
負
担
が
増

す
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
踏
切
事

故
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
安
全
安
心
な
交
通

環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
建
設
費
が
高
騰
し

て
い
る
今
、
な
ぜ
計
画
を
実
行
す
る
の
か
。

　
　

他
事
業
の
進
捗
状
況
や
国
済
寺
土
地

区
画
整
理
事
業
の
完
成
を
視
野
に
入
れ
た

結
果
、
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

̶

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点

　
　
　
　
　

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト̶

　
　

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
（
新
駅
は
出
来
た

が
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
中
止
）
を
避
け
る

た
め
に
、
農
林
調
整
の
め
ど
が
立
つ
ま
で

は
予
算
執
行
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
、
取
り

決
め
を
し
た
。
こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

の
か
。

　
　

区
画
整
理
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
現
性
は
担
保
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　

リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
新
駅
の
設
置

は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
完
成
後
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

今
後
の
工
事
工
程
や
工
期
を
考
慮
す

る
と
、
駅
を
先
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

19
日
現
在
、
補
正
予
算
は
、
委
員
会

で
は
承
認
さ
れ
た
が
、
議
会
で
は
ま
だ
承

認
さ
れ
て
い
な
い
。
14
日
の
新
駅
整
備
に

関
す
る
記
者
発
表
は
、
議
会
最
終
日
以
降

に
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

記
者
会
見
で
そ
の
事
情
は
話
し
た
が
、

日
程
の
都
合
も
あ
り
記
者
会
見
が
行
わ
れ

た
。
大
変
申
し
訳
な
い
。

Q
48
億
円
も
掛
け
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
必
要
か

A
安
全
安
心
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

ＱＡ

Ａ Ｑ

ＱＱ ＡＱ Ａ

ＱＱ ＡＡ

Ａ
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GAPとは、
農産物（食品）の安全を確保し、
よりよい農業生産を実現する取組！
〇農産物の生産で最も重要なことは、食品として
の安全を確保することです。

〇生産者のみなさんは、生産物の安全を確保する
ための生産履歴の記帳を中心に、環境の保全、
労働の安全を確保するための点検などを日頃よ
り行っていることと思います。

〇GAPとは、これらの取組状況を記録簿や掲示物
によって確認・表示しながら、農産物（食品）
の安全を確保し、より良い農業生産を実現する
取組です。

原郷上野台線アンダーパス位置図


